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まえがき

古英語の複合語は、共時的観点からだけでも、第二要素の弓垂勢の程度、句と

の区別、構成素の意味的関係など、未解決の課題に満ちている。本稿では、こ

れらの問題点のうち、第二要素の強勢の程度に関わる新たな言語事実に基づい

て分析と考察を試み、古英語複合語の言語特性の一端を解明したい。

1．古英語複合語の定義

本稿で分析対象としている古英語の複合語（compound words）とは、複数

の独立語から成り、強弱の強勢型を示す語のことであり、いずれかの構成素が

非独立の拘束形式（bound bms）のみから成る合成語（complex words）は含

まれない。したがって、in－Wit－ぬnc‘evilthought，，云n－bト1嘉bn‘brsake，，hdnd－ge－

winn‘combat，の場合、一方の構成素には拘束形式が含まれているが、構成素

そのもの、すなわち、in－Wit，br－1表tan，ge－Winnは独立語であることから、語全

体は複合語とみなされる。一方、 un－rlm ‘countless
number’，mis－ge一帖gd‘evil

thought，，f由nd－SCipe‘enmity，，Cl京n－nとs‘pudty’の場合、強勢型は条件を満たし

ているものの、拘束形式だけの構成素が含まれていることから、複合語とはみ

なされない。さらに、Ofer－W畠dan‘wadeacross’，under一癖n‘undergo’，ymb一山ngan

‘su汀Ound，などの語のように、独立形式の結合であっても複合語とみなされ

ないのは、強勢上の条件を満たしていないからである。なお、本稿では語構造

を明確にするために接尾辞以外の境界はすべてハイフンで記すことにする。ち

なみに、現代英語の場合、たいていの複合語は上記の基準を満たすが、免r－aW畠y，

免sトmdving，鮎sトh畠nd，h由d－mistress，dght－hまnded，S血per－h也man，W∂rld－Wideの

ように、独立語の複合ではあっても弱強の強勢型を示す語が少なくないことか

ら、複合語の定義は古英語の場合とパラレルではなさそうである。

古英語の複合語には強弱という強勢型以外はありえないとする根拠は、単一

語の頭韻は常に最大強勢を担う音節の初頭子音に実現するが、複合語の頭韻は
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第一要素にのみ現れ、第二要素には生じないことから、第二要素には強勢従属

が起こって第一要素の強勢より弱くなると考えられるからである（藤原

1990：11－60）。なお、古英語の複合語のうち、第二要素が頭韻に関与し、第一

要素が関与しない例として、hundを第一要素とする数詞があげられる。しか

し、この用法のhundは頭韻上も意味上も必要不可欠なものとはみなされてい

ないことから、無強勢の接頭辞と同等の資格を持つに至っていて、語全体は合

成語とみなした方がよいこと（藤原1991：29－39）、古英語には弱強の弓垂勢型を

示すhundと類似の複合語の例が他に全く存在しないことから、上記の古英語

複合語の定義には例外はないと考えてよい。

2．古英語複合語の第二要素とその強勢の程度

問題となるのは、古英語複合語の第二要素の強勢が強勢従属の結果、どの程

度まで弱化しているかということである。この課題に取り組む前に、古英語の

形容詞＋名詞という句を取りあげ、強勢従属の問題を考えてみたい。なぜなら、

現代英語では、形容詞＋名詞という結合には、a bはck－bird，a blまck－bらard，a

d急ncing－girlという複合語と、ablackbird，ablackb由rd，adancinggirlという句

があり、両者の間には強勢型と意味に大きな違いが認められることから、石英

語にもこの種の現象が存在するかどうかを明確にする必要があるからである。

そこで、最初に、（1）にあげたβgβ抄材の例について考察してみたい。なお、

本稿では頭韻に関与する子音は斜字体で示し、aは第一半行、bは第二半行を

表すこととする。

（1）（a）sndterec卓orlas‘wise men，（416b），dあransweord‘withbold sword，

（561a），抑止ndeng61d‘twistedgold’（1193b）

（b）血gu∂dn－1テtel‘nolittletdedwardors，（498a），Jあht血血ger‘terdble

light，（727b），坤manまde‘broadcorselet，（1291a）

（c）pes舶訂da胞p‘thisstrongband，（432a），∂品h－Sele托orhta‘thebright

dng－hall’（1177a），g由一SCea允gdmme‘ghm如e’（1234a）

（1a）の名詞句は、形容詞＋名詞から成るが、頭韻しているのは形容詞であ

る。これに対して、逆の語順で構成されている（1b）の名詞句では名詞の方が

頭韻に加わっている。さらに、（1c）では、形容詞と名詞の語順にかかわらず、

句を構成する2語はいずれも頭韻に関与している。これらの例から導き出せる

のは、古英語の場合、i）句の構成素である形容詞と名詞の間には現代英語の

ような強勢従属は存在しない、または、ii）たとえ強勢従属が生じていたとし
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ても、頭韻に関与しえないほど強勢は弱化していない、のいずれかである。し

かし、このいずれが事実であるかについては決め手に欠くため、ここでは結論

は出せない。

それでは、複合語の構成素間での強勢の弱化はどうであろうか。最初に、

A〃dγgα5から採った（2）の例について検討してみたい。

（2）（a）占rego－St云1・pdncelystool，（209a），舶ofon－Candel‘1ampofthesky，i．e．the

sun’（243b），／州m－Wearde‘oceanguardian’（359b）

（b）月mig－h由1s‘withbamingprow，（497a），ぁさah－f劫era‘pat血ch，（791a），

斤0トWegaS‘remotejourney’（928a）

（c）乃e訂0－フ‡由um‘cmelbond，（102a），ゐeofbn－妬1ig‘ofheavenly holiness’

（728a），紺色l－ルange‘fieldofslaughter’（1226a）

まず、（2a）は名詞＋名詞、（2b）は形容詞＋名詞という形式の複合語である

が、いずれも第一要素のみが頭韻に加わり、第二要素は加わっていないことか

ら、構成素の語彙範時の如何にかかわらず、第一要素の強勢は第二要素の弓虫勢

より強く、それゆえ、語の最大弓虫勢を担っている第一要素だけが頭韻に関与す

るという一般化ができそうである。しかし、（2c）は二つの構成素の強勢音節

の初頭位置にある子音はいずれも同一音となっていることから、（2c）のよう

な場合の二重頭韻が偶然の一致に基づくものであることが立証されない限り、

この一般化は効力を持たない。

3．複合語の構成素間での二重頭龍の解釈（1）

そこで、（2c）のような複合語の強勢と頭韻の関係を考察した先行研究の例

として、藤原（1990：183－192）を取り上げて検討したい。この研究は、βgo肌折

から語レベルの主弓翁勢が2～4つ含まれる長行をすべて抽出し、副強勢の数と

分布を考慮してA類（ ll二二）、B類（二二Il二二）、C類し二

二l】二⊥）、D類（＿∴二Il＿∴二）に分け、それぞれの類について、二重

頭韻、単一頭韻、余剰頭韻という3種類の頭韻形式の生起頻度を調査し、分析

と考察を行ったものである。なお、各類の＝ま半行間の境界を表す。まず最初

に、A類（合計1，170行）の場合、（3a）のような二重頭韻は過半数を超える617

行（55．74％）に生じるのに対して、（3b）のような単一頭韻は半数以下の490

行（44．26％）にとどまる。さらに、（3c）のような余剰頭韻はわずか29行（5．92

％）と少ない。

（3）（a）斤rondノ益stor s百p盃mノあnde記t－Wまnd（143）‘hewhoescapedthe
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鮎nd（kepthimself）由比heroぽandmoresecure，

（b）βあwulfm神elode， 鮎am丘cgb瓦）WeS（529）‘Beowulf，SOn Of

Ec釦heow，SpOke’

（c）5igoraW畠1dend， b記t h百hyne5夕1he gewr；らc（2875）‘wielderof

Victories，（grantedhim）thathemightavengehi汀1Selr

これに対して、B類とC類のように副強勢が一つ含まれる場合、副強勢と

頭韻の関係はきわめて明瞭なものとなってくる。まず、B類（合計125行）の

場合、（4a，b）に示したように、二重頭韻と単一頭韻の生起頻度はA類の場合

と大差ないが、これは第一半行が副強勢を含まないことが深く関わっているよ

うである。事実、（4c）のように副強勢音節が頭韻に関与していると思われる

例は全体のわずか1例にとどまっていることから、偶然の一致の可能性が強い。

（4）（a）二重頭韻がみられる例（合計77行、61．6％）

p言w記S♂托sw吉敷 占11en－rさ山m（1787）‘Thenagain，aSbefore，（a

kast）was（prepared）brthecourageouswa血ors’

（b）単一頭韻がみられる例（合計48行、38．4％）

記t 乃詔a ge－hw血l 乃称ge－St色allan（882）‘in any struggle

COmradesinneed，

（c）余剰頭韻がみられる例（合計1行、V48＝2．08％）

p盃r記tカ所e∫J融 ゐdnged－∫給血a（32）‘There，atthe harbor，the

Shipwithanngedstemstood’

それでは、第一半行に副強勢が含まれる C類の場合はどうであろうか。こ

の類に該当する452例のうち、二重頭韻がみられる（5a）のような例はわずか21

（4．65％）にすぎない。一方、単一頭韻が実現する（5b）のような半行は、こ

れに反比例して431例（95．35％）と激増する。（5c）のような余剰頭韻は35

例（35／452＝8．1％）と決して多くはない。したがって、C類の場合、強勢と

頭韻に関して言えることは、B類の場合と同様、主強勢の代わりの副強勢は頭

韻の実現を阻んでいるということである。

（5）（a）geond紺由一紺色gaS紺以dorscさawian（840）‘throughoutthewideways
to seethewonder’

（b）0り由Ⅰ・－Wegumノi壷仙a貯1表ded（37）廿om distantlandsjewels

（were）brought’

（c）記鮎rce訂一紺壷1mum c占1ran紺色Or6a6（2066）・onaccountofwelling

so汀OWbecomes cooler’
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最後に、2つの主強勢の代わりに副強勢2つを含むD類の場合について検討

してみる。この類に該当するのは全体で27例と少ないが、特徴は明瞭に現れ

ている。すなわち、（6a）のような二重頭韻は3例（11．11％）にとどまるのに

対して、（6b）のような単一頭韻は24例（88．89％）と激増する。一方、（6c）

のような余剰頭韻は、予想どおり少なく、3例（3／24＝12．5％）にとどまる。

（6）（a）始肝d一朗cgende 姐de－meCgaS（799）‘thebrave一血ndedw血ors，

（b）月毛a60－Scil血gas 舶als－ge－b色dda（63）‘thedear consort of the

WarlikeScylfing’

（c）Hw出，W百C左r－β台na ing由rda即m（1）‘Lo！We（haveheard）of

theSpear－Danesindaysofyore’

以上の分析結果を総合すると、二重頭韻と余剰頭韻の生起頻度は強勢の程度

に大きく左右され、副強勢が関与するこれら二種類の頭韻の出現率は激減する

といえる。問題となるのは、わずかではあるが生じている副強勢音節が関与す

る頭韻例の扱い方である。すなわち、たとえ少数であれ、例外とみなすために

は明確な論拠が必要となる。以下は藤原（1990：190－191）で提示されている

根拠である。

古英語の子音組織は佃btdkgげd3mnrlfOsJhwj／の19の子音音素

から成る。一般に母音の頭韻例とみなされているものは、実際には声門閉鎖音

［？】が実現していると考えるのが妥当であることから（藤原1990：64）、この

子音も加えると、古英語の頭韻には20の子音が関与していることになる。（ち

なみに、声門閉鎖音には対応する文字がないことから、本稿では便宜的にこの

子音の直後の強勢母音を斜字体で記すことにする。）したがって、古英語の場

合、与えられた2つの語は、韻文であれ散文であれ、その2つの主強勢音節の

初頭位置に生じる子音は20例につき1例の割合（すなわち、5％の頻度）で

同一となるはずである。古英詩における頭韻は、同じ行の中で同じ子音が繰り

返し生じるように詩人が工夫した結果であるため、5％以下の頻度で生じる同

一音は、古英詩人の技巧の産物ではなく、散文でも生じうる単なる偶然の一致

であって、頭韻とは呼べない。（4）～（6）の例にみられる副強勢を含む語の

二重頭韻と余剰頭韻の頻度はいずれも偶然の域を出ていない。これによって、

副強勢音節は頭韻に関与していないという結論が導き出されることになる。

4．複合語の構成素間での二重頭韻の解釈（2）

前節で得られた結論はデータの裏づけのある説得力に富むものである。しか
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し、藤原（1990）の分析には問題点がないわけではない。すなわち、二重頭

韻は第一半行に限られていること、一方、単一頭韻は第一半行と第二半行双方

に実現すること、二重頭韻は単一頭韻より頻度が高いこと、さらに、余剰頭韻

は単一頭韻が前提となっていること、などの半行の特殊性や頭韻型の違いが考

慮に入れられていないという欠陥がある。そこで、本稿では第一半行と第二半

行における複合語の生起頻度の違いなどを綿密に調査することにした。

最初に、古英詩からすべての複合語を抽出するという作業から始めねばなら

ないが、すべての古英詩を対象とするのは時間の制約上無理があるので、今回

は（7）にあげた12編の古英詩に限定することにした。これらの詩は得られ

るデータに偏りが出ないように規模やテーマとは関係なく無作為に選んだもの

である。複合語と句の境界は必ずしも明確ではないため、この判断は各作品の

校訂者に委ねることにした。固有名詞の中には普通名詞や形容詞と同一語形の

構成素から成ると思われる例は少なくないが、片方の構成素がどのような独立

語に対応するかが不明なことも多く、第1節の複合語の条件を満たすかどうか

はっきりしないことから、今回の分析対象からは除外した。なお、以下、各作

品に記した複合語の数はすべて延べ数となっている。

（7）A乃d柁α5（全1722行、771例（a＝499例，b＝272例））

βgo仙郷（全3182行、1471例（a＝1028例，b＝443例））

C諾d椚0乃，5均′∽乃（全9行、6例（a＝2例，b＝4例））

ββ0γ（全42行、8例（a＝7例，b＝1例））

乃g伽α椚〆肋β凡）Od（全156行、43例（a＝27例，b＝16例））

ぷg乃g（全1321行、475例（a＝325行，b＝150行））

乃g聯fα古刀乃乃5∂〟曙（全48行、16例（a＝8例，b＝8例））

ルJiα乃α（全731行、241例（a＝167行，b＝74行））

7協g用og乃な（全677行、204例（a＝133例，b＝71例））

乃g月わ乃わ智凡β桝（全87行、36例（a＝22例，b＝14例））

肋J滋柁（全63行、15例（a＝11例，b＝4例））

耶ゐ才∂（全143行、23例（a＝15例，b＝8例））

（7）の数値から明らかとなることは、複合語は平均すると3行につき1例

の割合で用いられていて、第一半行では第二半行のほぼ2倍の頻度で生じてい

るということである。第一半行に複合語が多用されているという事実は、頭韻、

とりわけ第一半行にのみ生じる二重頭韻との関わりを探る上できわめて重要で

ある。そこで、まず最初に、Aク7d柁α5で用いられているすべての複合語の中か
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ら第一要素と第二要素の強勢音節の初頭位置に来る子音が同一となる複合語を

すべて抽出してみた。（8）はその結果である。なお、この一覧表では、屈折語

尾や若干の語形の違いは無視して同一項目に入れてある。きわめて興味深いこ

とに、該当する23例はすべて第一半行に生じていて、第二半行には全く生じ

ていない。

（8）b言n－ge－brec‘breakingof bones’（1442a），Cldstor－Cl占ofan‘prison－house’

（1021a），efen－由1dum‘oflikeage，（553a），絶r6－ge－tあnde‘joy仙inhea止’

（915a，1584a），蛤rht－fとr∂‘te汀i鮎dathea止，（1549a，1596a），g由morぜdd

‘song of so汀OW，（1548a），h急nd－hdne‘touch of the hand’（1000a），

heofon－h荊ig‘ofheavenlyholiness’（782a），heobn－hw由1k‘vaultofthesky’
ヽ

（545a，1402a），1まgo－ほde‘water－Way’（314a），15統一ge一庇‘motionthroughthe

air，（827a，1552a），m云d－ge－m如d‘memory，（688a），n色好0－nさdum‘cruel

bondage，（102a），S云トSle即m‘pai血Iblow，（1275a），Wえm6－ge－Ⅵ巧n‘moving

surr（439a），W表1－W山ねs‘wolf of slaughter’（149a），Weトwange‘鮎1d of

slaughter’（1226a），Winter－ge－Wら叩um‘snow－ね11’（1256a），W血dor－Wらrca

‘miracle，（705a）

（8）で得られた事実は偶然の一致の可能性がないとは言い切れないことか

ら、もう一つ別な作品から例をとってみる。（9）にあげたのはββ0紺材 に生

じる1471例の複合語のうち、二つの構成素の主強勢音節の初頭位置の子音が

同一となる28例のすべてである。

（9）bem－ge－b泳do‘child－bearing，（946a），b吋d－b古re‘woman，sroom，（921a），

cwealm－C血man‘murderous comer，（792a），d品6－d壷ge‘death－day，（187a，

885a），ealト註enne‘all－iron，（2338a），fela一触cgende‘1eamingmuch，（2106a），

縫n廿と060‘fen－refuge，（851a），縫rh6廿とcan‘boldinmind’（1146a），g由一

scea允－g云sta‘加ed spidt，（1266a），宙OmOr一由d‘moum山1song’（3150a），

g61d－由ねn‘gold－由ver，（2652a），g吋re－geatWum‘warliketrappings’（324a），

g吋re－gieste‘terdble stranger’（2560a），he訂d－hicgende‘brave－minded’

行99a），heoro－h6cyhtum‘sword－boked’（1438a），hnde－hlあIlmum‘battle－

crash，（2201a，2351a，2544a），mローge－m主計CeS‘血1e－mark，（1362a），S嘉一由e

‘sea－joumey，（1149a），S（c）叶SCapa‘hostiledemon，（707a），SW云t－SW狛u

‘blood－traCk，（2946a），b百od－pr由um‘酢eatCalamity，（178a），崩d－WegaS
ヽ

‘血stant re由ons’（840a，1740a），Wig－ge－WeOゆad‘血stin即ishedin
battle’

（1783a），鴫－Wとorpunga‘honourtoidoIs，（176a）
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これらの例から興味深い事実がいくつか指摘できる。まず第一に、A，7d柁α5

と同様、二つの構成素の主強勢音節の初頭昔が一致する例はβ紺紺材でもすべ

て第一半行に生じていることである。したがって、この事実は、単なる偶然の

一致によって生じたものではなく、さらに、一古英詩人の個人的な技巧の産物

としてではなく、当時の詩人たちに共通の言語事実に基づいていることが分か

る。すなわち、当時の詩人たちは、複合語の第二要素の強勢は言語的には強勢

従属によって若干弱まってはいるものの、韻律上は第一要素の強勢（＝複合語

全体の主強勢）に準じるものとみなして、頭韻に活用し、その結果、複合語に

二重頭韻が実現したといえる。二番目に、βββ紺材はA乃d柁α5の2倍弱の規模

であることを反映して、用いられている複合語の数も2倍近いが、二重頭韻に

関与しうるタイプの複合語の数ははぼ同じであることから判断すると、βgo抄材

詩人はA乃d柁αS詩人ほどこの種の複合語を活用していないといえる。第三に、

この種の複合語は2つの作品間でほとんど重複していないことから、詩人は理

想的な頭韻形式である二重頭韻を実現するために、その場しのぎに、句ではな

く、複合語を臨時語として用いたといえる。もっとも、二重頭韻を実現させる

ということになると、語の選択の自由がきく句の方がはるかに有利であるにも

かかわらず、なぜ複合語を多く用いているのか、その理由ははっきりしない。4

番目として、き痺SCea允一遍aは3つの語から成るが、この語は［［g百0＋sceaft］g百sta］

という内部構造をしていて、弓虫勢の程度を強い順に1，2，3，で表すと、g左）－SC飽氏廟
：i

㌔taという強勢型を示し、強勢従属を2度受けたscea氏の強勢はかなり弱まっ

ているが、一度だけのg言staは副強勢を受け、頭韻に関与しうる強さを保って

いる、といえる。付記すれば、A，7d柁お（63b，946b）に生じるin－Wit－Wr義ne‘cmel

bondage，の場合、第一要素は独立語ではなく接頭辞であり、語全体は［［in－Wit］

wr云sne］という構造であることから、Witは強勢従属を2度受けてかなり弱化

していて、そのためにwr百sne とは二重頭韻を形成しないという解釈が成り立

つ。2例とも第一半行ではなく第二半行で用いられているという事実はこの解

釈に対する弓重力な傍証となっている。

今回分析対象とした12の古英詩のうち、A乃dγβα5とβgクル材以外の作品でも、

（10）にあげたように二重頭韻を可能にする複合語が用いられている。

（10）戯g乃g（全7例）：抒m－ge一郎t‘01dstroke’（903a），g61d－由mmas‘gold－gem’

（1113a），heoIstor－h姐1‘darkdwelling’（763a），15統一庇ende‘加atinginthe

air’（795a），m由一ge－m如d‘memory’（381a，839a），Wdndor－W如d‘wonde血1

event，（1070a）
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乃g伽α∽〆伽月00d（全1例）：d看m－dあge‘Doomsday’（105a）

♪血ク‡α（全5例）‥伸一1云cende‘playingintheair，（281a），S云r－Slとge‘pai血1

blow，（341a，547a），SWeOrd－Slege‘sword－StrOke，（671a），Wあh－WeOr朗nga

‘worshippingofidoIs，（180a）

翔仇∽血（全8例）：blあーbヰgdum‘vadetyof colours，（292a），dさa6－dとne

‘valleyofdeath・（416a），拍rht一言一途red‘te汀i鮎d，（525a），he血m－hr云加

‘vaultofheaven，（173a），Wilトwらnge‘pleasureplace’（89a），Winter－ge－

w表dum‘gamentofwinter，（250a），Winter－ge－Wとorp‘winterstom’（57a），

w6mld－W主1an‘worldlypossession’（480a）

耶ゐ才∂（全1例）：efen一色ald‘ofthesameage’（40a）

これらの複合語の例はすべて第一半行に限られていること、および、作品ご

との重複は少ないという点で、Aプヱめ℃α5 とβgo仙郷の場合と共通している。一

方、全81行という短詩ながら、すべての第一半行で二重頭韻が実現していて、

複合語の多くが臨時語として用いられているなど、きわめて技巧的な詩である

乃β月才∽わ好凡g椚には二重頭韻が生じている複合語の例が1つもない。このこ

とはかなり奇異に感じられるが、背景にどのような言語上の理由が存在するの

か今のところ不明である。

まとめと今後の課題

これまでの分析結果を総合すると、複合語の第二要素は弓垂勢従属を受け、言

語的には副強勢にまで弱まっているが、韻律上は主強勢と同等とみなされてい

るという結論が得られる。このことは、複合語の2つの構成素の強勢音節の初

頭子音が二重頭韻を形成すること、および、該当例が第二半行には全く生じな

いという分布上の事実から導き出される。余剰頭韻は、強勢の観点からは正当

化されるものの、頭韻本来の機能は長行においては第一半行のプロミネンスを

高め、半行においてはより左側の部分のプロミネンスを高めるものであること

から判断して、単なる偶然の一一致とみなした方がよい。

今回の分析結果は、藤原（1990）の所説の一部に修正を迫るだけではなく、

古英語の語形成、とりわけ、語と句の境界、臨時語の成立などの研究に大きな

貞献をするものと思われる。なかでも、句を構成する2語のうちの最初にくる

語と、2語から成る複合語の第二要素はいずれも頭韻に関与しうる強勢を維持

していることが明確になったことから、両者の強勢の程度差はこれまで考えら

れてきたよりも小さい可能性が強くなったといえる。このことは古英語の句と
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語の境界をより不明確にすることになるが、より事実に近づいたという気がす

る。なぜなら、古英詩の校訂者の間では、さまざまな基準を設定しても、なお

かつ語か句かの判断で意見が分かれる例が少なくなく、語と句には元来それほ

ど明確な区別はなかったかも知れないからである。ここでその一例をあげてお

こう。Gβ乃β5ゐAの校訂本のうち、最新かつ最も写本に忠実なDoane（1978）と、

伝統的韻律論の枠組みに忠実な虹app（1931）から、語か句で解釈の分かれる

ものをすべて抜き出したのが（11）である。（a）の例は、Doaneが複合語とみ

なしているのに対して、Krappは句と解釈している場合、これとは逆に、Doane

は句と解釈を下しているのに対して、Krappは語とみなしている例が（b）で

ある。（もっとも、Wende∂s表〉wendel－S嘉のように、校訂の結果、写本とは

全く別の語になることはある。）このように、文脈、語形、語義などを総合的

に判断材料としても、なおかつ語か句かの解釈に違いが出てくる。やはり、語

と句の境界は本来不透明であったのであろう。

（11） Doane（1978）

（a）許諾S－un甘r百ne‘un甘een，

aswithgrass’（117a）

月r6－g血‘gofbrth’（870b）

5W云■tig－hl由r‘sweatyface’

（934b）

5畠1wed－b～）rd‘darkenedboard’

（1481a）

仲1：斤百olTce‘ve叩nOble’（1618a）

ぁさaヰdg‘highcity，（1821b）

galトtela‘quitewell’（1905b）

ゐ品心Ⅰも‘highcity，（2519a）

（b）5elfcチning‘thev叩7king’

（1797a）

月1cege－t山me‘people’scompany’

（2046b）

紺色nde∂s盃‘theseamns’

（2211a）

♪Tne♪e打払nde‘beinginneed

offood，（2482a）

Krapp（1931）

grasun甘rene‘notgree

Withgrass’

ノるr∂g云も‘gob止h’

5W豆tighl由r‘sweatyねce’

5畠1wedb（ird‘darkenedboard’

ヽ

カ1りi百0汀ce‘verynoble’

′ヱ由bコ如g‘highcity’

ゐ11tela‘qulteWell’

ゐ由bdrg‘highcity’

5elf－Cシning‘theveryking’

月1c－ge－tr血me‘my’

Ⅳさndel－S盃‘Me血te汀anean

Sea’

紺ine－b色arknde‘出elldless’
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ゐ由hst由p－reCed‘highbuilding’ ん由h－St由preced‘ve叩highhall’

（2840b）

今後に残された課題の一つとして、接頭辞と語幹で形成された語（すなわち、

本稿で合成語と呼んでいるもの）における強勢従属、とりわけ語幹の副強勢の

程度を明らかにすることがある。しかし、この間題に取り組むためには、i）

接頭辞は数が限定された、いわゆる閉ざされた組織（closedsystem）であるた

めに、頭韻に関与する子音の音質が限られていること、ii）be－，br－，ge－のよ

うに本来無強勢であるものと、ed－，mis一，un－などのように付加される語の品

詞によって強勢の有無が決定されるものがあること、iii）and－1ゆrdan‘answer’，

山l－t山mian‘assist，，6nd－SWadan‘answer，などのように名詞から派生した動詞は

接頭辞に主強勢があることなどを考慮に入れた綿密な分析が前提となる。この

課題については目下予備的な調査段階にすぎないため、本稿では決定的な結論

は出せないことから、若干の見通しを述べるにとどめる。

（12）にあげたのは、接頭辞と語幹の強勢音節の初頭位置にくる子音が同一

となる例を全く無作為に古英詩の中から抽出したものである。

（12）l山s－micelra‘ofmoreva叩ingsize’（血0血5373a），Sin－Sらrgna‘ofconstant

sorrows，（乃βⅣ昨，5血椚β，ヱJ45a），S如－Sn嘉dum‘ceaselesspiece，huge

gulp’旭g∂紺材743a），dn一由rge‘brave’（乃ββα肋〆Aねんわ乃206a），

dn一品6e‘di庁icult，仏プ甘加αS205a），dn－らme‘wom－Out，01d，（乃gβα地〆

肋J（わ77256a）

これらの例すべてについて、BessingerandSmith（1978）のコンコーダンス

を用いて古英詩全体における生起状況を調べたところ、いずれも他には用いら

れていない1回きりの臨時語であることが分かった。（dn＿品∂eだけは乃g

肋ぬαJ乃〟J∽5〆劫γ才5乃α〟〝にさらに1例用いられているが、この詩は古英

詩の伝統に則って作られていないことが知られていて、他の古英詩と同等に扱

えないことから、ここでは除外してある。）さらに、これらの合成語はいずれ

も第一半行にのみ生じていることから、これらの語には二重頭韻が実現してい

る可能性が強い。そうなると、これらの合成語は複合語と（とりわけ、強勢型

において）どういう違いがあったのか、それともこのような違いはそもそもな

かったのか、という新たな問題が生じてくる。これについても、新たな課題と

して、豊富なデータに基づいて検討がなされねばならない。ちなみに、lさof＿1ic

‘dear’仏′王dγβα51446b，βg∂抄王材2603a）のように接尾辞の初頭位置の子音が語幹

の主強勢音節の初頭位置の子音と同一となる例は少なくないが、第二半行にも
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生じるという決定的な事実によって、二重頭韻の可能性は排除され、同時に、

接尾辞の強勢はきわめて弱いという主張も成り立つ。
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